
 はじめまして。代表理事の谷口雅子と申します。 

 子どもたちを取り巻く環境は年々厳しくなっています。共働き・

母子父子家庭・核家族の増加・女性の社会進出等で児童が下校する

時間に家族がいない世帯が増えたと同時に、子どもが被害にあう痛

ましい事故や犯罪も急増しており、都市部に限らず隣近所で見守っ

てくれる人もほとんどいない現状で、安心して外で遊ぶこともでき

なくなっています。そのため、少子化と言われながらも学童保育の

需要はどんどん高まっています。 

 そのような現代社会の中で、学童保育所なかよしクラブは、子ど

もを預ける父母と指導員との協働で子どもたちの安全安心で豊かな

放課後及び学校休業日の生活を安定して継続的に保障し、そのこと

によって保護者の就労、生活の安定を守り、子育てと両立できるよ

う支援し、子どもの健全育成と地域の児童福祉に寄与するもので

す。 

 市内最大の児童数である東小学校区で学童保育を必要とする児童

が全て利用できるようにするには、複数の学童保育所の設置が急務

です。また、子どもたちの安全安心で豊かな放課後の生活を保障す

る為には、安定した運営を継続していく必要があります。 

 そのためには、現役父母と指導員で構成されている「父母会」と

いう任意団体だけではなく、法に基づいて法人格を取得し、「ＮＰ

Ｏ法人」を設立することが相応しいと考えました。 

 学童保育の保護者が中心となって設立したＮＰＯ法人ではありま

すが、ゆくゆくは学童保育や東小という枠にとらわれず、地域の

方々や子育て支援をされている他団体様ともネットワークを結び、

津島市内すべての子どもたちの輝く笑顔のためにさまざまな活動を

していきたいと考えています。                 

 今後もご指導ご鞭撻をいただき、変わらぬご支援を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

 

谷口 雅子
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平成２２年３月発表 
「子ども・子育てビジョン」 

（厚生労働省） 
「あいちはぐみんプラン」 

（愛知県） 
放課後児童クラブの量的

な拡充とともに、「放課後

児童クラブガイドライン」に

基づき、大規模学童解消

を含めた質的な拡充を推

進する必要があると書か

れています。 
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 学童保育の大きな特徴として「評価」されることがありません。 

勉強ができなくても、運動が苦手でも、友達づきあいがちょっと下

手な子も「ダメな子」「困った子」と言われることは絶対にありま

せん。 

それは指導員が一人一人の違いを大切にしてくれているからです 

子どもたちは、否定されないことによって安心して自己肯定感を

育み、それが自信につながり、他者に対する信頼へもつながってい

きます。自分を大切に思えない人は、他人を大切に思うこともでき

ません。 

学童保育は「自由」な空間ですが「野放し」なわけではありませ

ん。７０人の子どもたちが一緒にいるので、自分勝手にできるわけ

もありません。譲り合いや助け合い、思いやりの気持ちを持ちなが

ら、ルールを守って集団ですごしています。 

 異学年ならではの交流も、兄弟の少ない今の子どもたちにとって

はとても貴重な体験となるでしょう。 

身近な友達や低学年の憧れの的となることで、高学年は自信を持

ち、そこでもまた成長することができますし、低学年は高学年の子

どもたちを真似て成長していきます。 

 私どもの活動を知っていただくために、学童保育がどんな場所で

どんな人たちがどんな活動をしているのかを、まずお伝えしたいと

思います。 

学童保育というのは、放課後や夏休み・冬休みなどの長期休暇に

保護者が就労等で家にいない家庭の子どもたちの生活の場所です。 

家庭と同じように、宿題をし、おやつを食べ、遊び、親代わりの

指導員と兄弟のような大勢の異学年の友達との関わりの中で子ども

たちは成長をしていきます。 

学童保育には大きな役割が 2 つあります。 

保護者の就労支援と、子どもたちの心身の健全な発達を守ること

です。文字で書いてしまえばたったこれだけのことですが、小学校

に通う６年間は幼児から思春期を迎えるまでですから、子どもたち

は心身ともにとても大きく成長する時期です。  

その一番大切な時期に、発達援助の専門家である指導員が子ども

たち一人一人に目を配り、気を配り、その心に寄り添い、愛情を注

ぎ続けてくれる学童保育は、働く親にとってもその子どもたちにと

ってもなくてはならない場所となっています。 

 

学童保育って？ 

子どもたちの成長発達 

"学童保育というのは通称

で、行政の言葉では「放課

後児童健全育成事業」と

呼ばれる事業です。 

学童保育所のことは同じく

「放課後児童クラブ」と呼

ばれています。 
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学童保育は、人間関係が

希薄になっている現代の

世の中で、父母と子どもの

顔が一致し、様々な環境

の中で子どもを中心に親

同士もつながりあう非常に

まれなコミュニティ組織で

あり、そのコミュニティ力を

地域に発信することで、地

域からの理解を得、また地

域に貢献することが可能で

す。 

 よく、「子どもは遊ぶのが仕事。」と言われます。 

（もしかして過去の話でしょうか？） 

 

 成長段階に合わせて子どもたちは遊びを通し、知恵を蓄え、体力

をつけ、人間関係を学び、まさに心身ともに健やかに成長をしてい

きます。力いっぱい友達と遊んで、お腹ペコペコでご飯をたくさん

食べ、夜はぐっすりと眠ることが、小学生の子どもたちにとっては

一番大切なことです。 

 「遊ぶ」という言葉のイメージは、大人にとっては少なからずあ

まりよくないものとして捉えられます。 

 けれど、子どもたちにとっては、「遊ぶ」ことは、人生を生きて

いく知恵と力と勇気を身につけることでもあるのです。 

 その「遊び」に指導員が関わることで、その世界はより一層深ま

り、子どもたちの自主性や創造力を伸ばすことができるのです。 

遊ぶことの大切さ 

関わる大人たち 

 では、指導員とはどういう役割なのでしょうか。 

 冒頭に「親代わり」と述べましたが、親代わりであると同時に、

姉でもあり、友達でもあります。 

 指導員は、毎日学校から「ただいまー」と帰ってくる子どもたち

を「おかえり」と迎えてくれます。 

 子どもたちと遊ぶ時は真剣に遊び、叱る時も毅然と叱り、いつも

いつも子どもたちに愛情を持って、接してくれています。 

 その気持ちが伝わるから、子どもたちも安心して本音の自分を見

せることができます。 

 学童保育指導員というのは、保育士や学校教諭のような国家資格

があるわけではありません。指導員は毎日真剣に子どもたちに向き

合う実践から学び、また年に何度も行われている指導員研修会で理

論を学び、発達援助の専門家として成長し続けています。 

 そして保護者も指導員とともに父母会を組織し、役員会や父母

会、行事を通して学童保育の大切さを学び、自身の仕事や家事の合

間を縫って、雇用主、運営者、指定管理者としての責任を果たしな

がら、学童保育をよりよくしていくための活動をしています。 

 子どもたちの気持ちや声を代弁し、子どもたちの環境を守ること

は大人の役割です。 

 私たちはそのために、これからも活動し続けていきます。 
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 ＮＰＯ法人として新たにスタートするにあたり、多くの正会員・

賛助会員の皆様にご加入いただきました。 

 私どもの趣旨にご賛同いただき、本当にありがとうございます。 

 心より感謝申し上げます。 

 賛助会員様を募るにあたり、多くの方々より様々なご意見を頂戴

することができました。 

 そして、子どもたちが実に多くの地域の方々に見守られ、ご支援

をいただいていることも改めて心に刻むことができました。 

 賛助会員となっていただいた方のご厚意をしっかりと受け止め、

決して無駄にすることなく、子どもたちのために一歩一歩努力して

まいります。 

 どうぞ温かく見守っていただけますようお願い申し上げます。 

最後に 

賛助会員 

（敬称略・順不同） 

＊団体会員様＊ 

名西警備保障株式会社 

株式会社柿屋 

税理士法人野々山会計事務所 

有限会社 大兵自動車 

めがねのアンドウ 

伊勢正新聞店 

有限会社ながさき 

ミキテック株式会社 

株式会社エムケイ 

株式会社美希産業 

株式会社ミワテック 

未来プロジェクト株式会社 

末廣屋 

（合資）伊藤クリーニング店 

リカー＆フーズ ウサミ 

公文古川教室 

古川高等珠算学園 

ＴＲＵＣＣＯ ＮＡＧＯＹＡ 

近藤工芸 

ポーラザビューティー津島店 

ヘアーサロンオオハシ 

福田正之税理士事務所 

株式会社アライブ 

吉田建築 

他 3 団体様 

（敬称略・順不同） 

＊個人会員様＊ 

伊藤雅昭 松崎安孝 稲垣宏高 大鹿善之 

桑原利幸 仙田久子 藤倉益美 大鹿現 

冨田保 古市加奈子 林浩子 垣見信夫 

片寄隆治 吉田ゆり 安里充代 沢井孝治 

加藤大策 雨宮善子 阿知波幹吉 水谷智美 

法安昌志 片寄智江子 西塔たつ子 阿部忠男 

竹内宏之 片寄宣生 後藤春男 小川英範 

鈴木正雄 荒井勝 内藤春雄 長良かの江 

大矢幸子 藤上さだ子 戸越悦子 後藤トメヨ 

大島庸弘 渕上正則 大宮守茂 伊藤新治 

山本由美    

他２２名様 

会費（年間） 

正会員 2,000 円 

賛助会員 

（団体） 1 口 5,000 円より 

（個人） １口 1,000 円より 

７月１日現在 

正会員  ５９名 

賛助会員 

（団体） ２７団体 

（個人） ６３名 
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副理事長 大鹿 正喜 （なかよしクラブＯＢ） 

 
（愛知県学童保育連絡協議会役員） 

理事 日比野則子 （なかよしクラブ副会長） 

理事 後藤 義夫 （なかよしクラブ副会長） 

理事 松本亜希子 （なかよしクラブ本会計） 

理事 本間 至宗 （なかよしクラブ役員） 

理事 金田   誠 （なかよしクラブ保護者） 

理事 仲    昇 （なかよしクラブ保護者） 

理事 片寄 京美 （なかよしクラブ指導員） 

理事 住田   恵 （なかよしクラブ指導員） 
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